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9 月26日発生の 2003年十勝沖地震 緊急地盤災害調査速報

地盤工 学会2003年十勝沖地震 緊急地盤災害調査 団

1． ま え が き

　2003年 9月 26日午前 4時 50分 頃 に 気象庁マ グ ニ チ

ュ
ー

ドM8 ．O，同 日 午前 6 時 8 分頃 に M7 ．1の 十勝沖 を

震源 とす る地 震 が連続 して発生 した （以 下 で は，前者 の

地震を 「2003年十勝沖地震本震」，後者を同 「余震」 と

略称す る）。こ れ らの地震に よる地盤崩壊 に 伴 っ て，社

会基盤構造物や各 種生活機能に甚大 な被害が誘発さ れ た 。

地 盤工 学会 で は，被害状況 に 鑑み ，そ の 原因の 学術的究

明 を進 め る と と もに今後の 地 盤耐 震や 防災対策の 向上 に

貢献 す る こ とを 目的 とし て ， 地 震発生 同 日 直ち に 緊急地

盤災害調査団を組織し，9月26 日か ら現地調査等を含む

初動調査 を行 っ た。本稿 は，現在 まで に 明 らか とな っ て

い る地震の 概要 と主 な地 盤 に 関わ る 被災の 状況を速報 と

して ま と め た もの で ある。な お，調査団の初動調査結果

の
一

部 は，10月 9 日 （木）に 開催 さ れ た 「2003年十勝

沖地震 緊急地盤災害調査団」報告会 （北大工 学部会議

室，参加者 135名）に お い て報告 して い る。

表一1　 2003 年十 勝 沖地 震 緊 急 地 盤 災 害調査 団 団 員構成

氏　 　名 所　 　　属

団 長 三浦　清
一

北海道大学大学 院工 学研 究科

団 員 石 川　達也 北海道大学大学 院工 学研究科

〃 横濱　勝 司
・
北海道大 学大学 院工 学研究科

〃 伊藤　陽司 北 見工 業大学工 学部

〃 山下 　　聡 北見 工 業大学工 学部

，炉 土谷 冨 士夫 帯 広畜産 大学畜 崖学 部

〃 木幡　行宏 室蘭工 業大 学工 学部

，炉 吉澤　歌介 苫小 牧工 業高等 専門学校 七木 工 学科

〃 西本　　聡 北海道開発 土木研究所土質基礎研 究室

〃 峯田　
．・
彦 （株）ド

ーコン 地質部

厂厂 坪 田　 邦 治 基 礎 地 盤 コ ン サル タ ン ト（株）北海道支社

厂厂 八木 　
一

善 〔株）地崎 工 業土 木 部

厂厂 小飼　喜弘 不 動建設 （株）北海道支社

〃 小西　康人 JR北海道 （株）鉄道事業本 部工 務部

2． 地震お よび地震動の概要

　気 象 庁発 表 に よ る地 震 の 暫 定 的 な震 源 要 素 は次 の とお

り で あ る 1）。な お，図
一 1に は，2003年 十 勝 沖 地 震 の 震

源位置 と 過去 に こ の 周 辺 で 発 生 し た マ グ ニ チ ュ
ード

M7 ．0以 上 の 地 震の 震源位置 を示 す。

02003年十勝沖地 震本震

　 ・発震時刻 ：2003年 9 月26日午前 4 時50分

　 。震源位置 ： 北緯41
“
46．7

’
東経144

°
4．7

’

　 ・震源深 さ ：約42km

December ，2ao3

図一1　 本地震 および過 去の地震震源 位置

　 。 マ グニ チ ュ
ード ： M8 ．0

02003年十勝沖地震余震

　 ・発震時刻 ： 2003年 9 月26日午前 6 時 8分

　 。震源位置 ：北緯 41°42．4「東経 143°41．7’

　 ・震源深 さ ： 約21km

　 ・ マ グニ チ ュ
ード ： M7 ．1

　気象庁，国土 地理院，  防災科学技術研究所 東京大

学地 震研究所 な ど に よ りメ カ ニ ズム 解，断層 パ ラ メー

ターが求め られ て い るが，国 士地 理 院 に よ り推定 さ れ た

断層運動は，北西 側が 南東側 に の り上 げる逆断層 とな っ

て お り，公表 され て い る断 層 パ ラ メーターは以 下 の とお

りで ある2）
。

　 ・走行角度 ：231
°

　 ・傾斜角度 ：22°

　 ・す べ り角度 ：110
°

　 ・幅 ： 83．0   ，長 さ ： 85．7km ，深 さ ： 19．7km

　 ・ す べ り量 ； 5．2m

　 ・モ
ーメソ トマ グニ チ ュ

ー
ド ：Mw8 ．O

　上 記の震源要素，断層パ ラ メ
ー

ターか ら推定 され る震

源地 お よび 発生 メ カ ニ ズ ム は，1952年の 十 勝沖地震 と

ほ ぼ 同じで ，プ レ
ー

ト境界型地震 （太平洋プ レートの 上

で 陸側プ レートが 元 に 戻 ろ う と跳 ね 上 が って 発生，口 絵

写真
一 1参照） と考 え ら れ て い る。図

一 2 は，国 土 地 理

院発表の 地殻変動記録 に2003年十勝沖 地 震 の 震源位置

を併 せ て 示 した もの で あ る。図 か ら，今回 の 地 震 に よ る

地 殻変動 は ， え り も町 で 東南東 に 約95　cm ，広尾 町 で は

南東 に約97cm 移動 し ， 札幌 で も東 に 11cm 程 の移動 に

至 っ て い る こ とが わ か る。な お，今回 の 地震は，政府の

地 震 調 査 委 員会 が 今年 3 月 に 「今後 30年 以 内 に 60％程
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　 　 図　 2　 地殻変動 量 と震源位置の 関 係

度の 確率 で発生す る」 と した M8 ．1前後 の ト勝沖 の 地 震

で あ る可能性 が 高い とされ て い る。

　 こ の 地震 に よ る北海道各地 の 気象庁震度情報 を 囗 絵写

真
… 2，3に ， な らび に  防 災科学技術 研 究所 の 強震記

録ネ ッ トワ
ー

ク K −NET3 ／・に よ る 最大加速度分布を 口 絵

写真
一 4，5に示 す。写真で は震 央が × 印で プ ロ ッ トさ

れ て い る が，震央 に 近 い 北海道南部 お よび 東北 地方 で 震

度 5 以 上 の 揺 れ が 生 じ て い る こ と が わ か る。特 に ，静

内町 ， 浦河町 ， 釧路町 ， 厚岸 町 な ど で は 震度 6 弱 の 参

考震度を記録 した。また，こ の 地震 に よ る 強震波形 は，

  防災科学技術研究所 の K −NET ，基盤強震観測網 KiK

−
net ，気象庁強震ネ ッ トワ

ー
ク，  港 湾空 港技術 研 究所

の 港湾地 域強震観測ネ ッ ト ワ
ー

ク，国 土 交逓省河川 ・道

路等施設 強震計 ネ ッ トワーク な ど多 くの 強 震観 測 網 に よ

り記録 され て い る 。 図
一3は ， K −NET に よ り得 られ た

本震の 強震記録 の うち，最も大きな最大加速度を得 た観

測 点 （広 尾観 測 点 ： 震央 距離98km ）に お け る南 北 ・東

西 ・上 ド3 方向の 記 録 を 示す。図 か ら，今 回 の 地 震動

が東 西方向に 卓越 し た震動成 分 を有して い た こ とが わ か

る。また ，口 絵写真
一．6は，K −NET に よ り得 られ た 本

震 で の 強震記録 の うち 大 き な 最大加速度を得た 10観測

点 に お け る東 西方 向の 加 速 度 応 答 ス ペ ク トル を重ね て 示

した もの で ある。震源に 近 く地 殻変動に よ り97cm 程 度

の 移 動 を 生 じた 広尾 で は，0．5秒 よ り短 い 周 期成分 が 卓

越 して い るが ， 沖積層上 に あ る 直 別 や 池 田 で は，0．5〜

0．7秒付近 に 加速度応答 ス ペ ク トル の ピー
ク が あ る 。 特

に，直別の ス ペ ク トル は，他の 観測点 と比較して 1Hz

（周 期 1 秒 ） 付 近 の 周 波 数 で 増 幅 率 が 非 常 に高 く特 微 的

で あ る。

3． 被 害 概 要

　今回 の地 震 で は ，道路
・
河川や 港湾

・
漁港等 の 施設 お

よ び 宅地
・
農地 等 で 多数 の 被害 が発生 し た。ま た，道内

各地 で 断水
・
停電等 の ラ イ フ ラ イ ン の 被害 が発生 し ， 住

民の 生 活 に 支障が で た 。 口 絵写真
一 7に 今回 の 地 震 に よ

り大きな 被害 を受 け た 施設 の 位 置 を示 した。被 害 は，道

東沿岸部 を 中心 に 広 範 囲 に 分布 して い る。な お，地 震後

に 太 平 洋側 の 各 地 で 津 波 （襟 裳岬 の 東側 で 4m ，広尾町
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図
一3　 加 速 度 3方 向 成 分 （広 尾 観 測 点，K−NET ）

で 2．8m ，様似 町 で 2．5m ，静内か ら浦河町に か け て 1，3
〜2．2m ）が 発生 し，漁船や 車 が 津波 に よ り押 し流 さ れ

る 被害 が 発生 した 。 地 震 に よ る人的被害 は ， 10月 10日

現在，小 明者 2 名，負傷者853名とな っ て い る。

　以 ドで は，被災地 域別 あ る い は被害種別 ご とに被害概

況を 略述す る。

　3、1 豊頃
・
浦幌地区の 地盤災害

　（1） 河 川 関 係 の被 災 状 況

　今回の 地 震 は ， 十 勝川水系の 総延長26540m の 堤防

に 被害を与え て い る。ロ 絵写真
一 8 は被災箇所 の分布を

示 して い る 。 被災状 況 は，被災域 ・規模 等で 1993年釧

路沖地 震 の そ れ を遙 か に ヒ回 る も の で あ る （表
一 2 ）。

こ の 理 由 と して，釧路沖地震 と比 べ て今回 の地 震 は， 

震源が 浅 く地 震動が 大 きい ，   地 震動 の 継続時間が 長い

こ とが 挙げ られ る。

　な お，こ れ らの 被災状況 は 以下 の A 〜F まで の 6 種類

に 分け られ て い る。
・タ イ プ A （縦断亀裂，HWL 以深に 達 し な い もの ），
・タ イプ B （縦断亀裂，HWL 以 深 に達す る もの ），
・タ イプ C （横断亀裂，HWL 以 深 に達しな い もの ），
・タ イプ D （横断亀裂，HWL 以深に 達す る もの ），
・タ イプ E （す べ り崩壊 ），
・タ イ プ F （沈下 ）

こ の 中 で ，特 に 堤 防被害が 甚大 な タ イ プ E （9 箇所 ，計

3930m ）お よ び タ イ プ F （11箇所 ，計1175 　m ） が 被害

総延長の 2 割弱 に達す る状況で あ っ た 。

　 ロ 絵写真
一 9 ，10は，十勝川右岸 の 大津築堤 （河 口 か

ら3．5kln 付近）の 被災状況 を示 し て い る。写真か ら築

堤管理 用道路が 崩壊 して い る こ とが わ か る 。 な お 周辺 地

盤 の 盛 上 が りが 見 られ な い こ とか ら，こ の 被災形 態 は 図

一4 に 模 式 的 に 示 す よ うな 液 状化 に 伴 う盛 上 体 内 の 崩壊

とみ られ る。
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表
一2　 2003年十 勝 沖地 震 と1993年釧路 沖地 震で の 被

　 　 　 害状況の 比較

地 震 名 平成5年釧路沖 平成 15年十勝 沖

マ グニ チ ュ
ー

ド 7．8 8．0

震　 源
N　42

°
51
，

E144
°
Z3
’ 聾　4154 τ

’

田 44
°
05
’

　「−　 ．−
　 42深　 　さ　 （  〉 10了

位　　置
酊　42

°
4ゴ

E143
°
38
’

大
津

水

位
観
測

所

震央距離　 （k皿） 6窪 lo6

最大加速度 （gaの 46B 593

十 勝 川 7，105 22，540

利 別 川 183 550、
　 牛首別川 1，495 120堤

防
の

被
害
ω

礼文内川　　　、一．
一 250

久 保 川
　 Looo

下 頃辺川 100 1β60

浦幌十勝川一幽r广馴i「．．
　浦 幌 川

一 720

264 一

計 9」68 26，540

じ　 　 T　 　 r

〔液状化）

堤体の液状化 に伴う盛土内崩壊

　 軟弱地 盤の基礎地盤破壊

図一4　 盛土崩壊の メカ ニ ズム

ロ 絵写真一11は 河 口 付近 の 築堤 （堤内側）で 見られた

噴砂 の 状況を示 す。こ れ は地下水 に 没した 盛土部 の 液状

化 に よ っ て 天端 お よ び法面 か ら噴砂 が 発 生 し，盛 土 全 体

が 崩壊に 至 っ た こ とを示 唆 して い る 。 しか し，地 震動 の

慣性 力 そ の もの で 堤防盛土 が破壊された 可 能性 も現時点

で は 否定 で きない。

　今後 は，こ の種 の軟弱地 盤上 の 人 工1土構造物 の 被災範

囲 や程 度 を最小化 す る ため に も，そ の 動的破壊機構 の詳

細 な調査 ・研 究 が急務 で あ る。

　   　道 路 関 係 の 被 災 状 況

　十 勝 川 河 口 付 近 の 豊 頃 町，浦 幌 町 両地 区 に お け る 今 回

の地 震 に よ る道 路関係 の 被害 と して は ， 道路 の 陥没や 沈

下 ，橋 梁被 害，上 部 構 造 物の 倒壊等，種 々 の 地 盤災害 が

発生 した。口 絵写 真
一12，13は，道 路盛 土 部 の 代表的 な

被害例 を示 して い る。ロ 絵写 真
一12で は，軟 弱 地 盤 上 の

December ，2003
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一 四

図
一5　 北 海道 火 山 灰 分 布図

歩道部 に30cm 〜50　cm 程 度 の 沈 下 が発生 し，延長 200

m 以上 に わ た っ て 歩道盛 土 部 が 側方 に移動 した。こ の

種の 被害の 多 くは，盛土区間，特 に 沢地 形や 湿地 上 にあ

る盛 土 区 間 で 発生 した が，被 災箇所 の い くつ か で は，盛

土 法尻 の 周辺地盤 に 噴砂 が確認 され た （口 絵写真
一14）。

また，ロ 絵写真一13で は，沢地 形 部 の 高盛 土 箇所の す べ

り， 歩道部の 沈下が 発生し，切盛 り境界で 沢筋に 沿 っ て

盛土の すべ りが み られ る。こ の 他に，橋梁の 背面や 横断

管な どの 埋戻し部分 の 多 くで 沈下 が 発生 した。ロ 絵写真

一15で は，横断管埋 設箇所 に 沿 っ て 横断方向に 亀裂が 発

生 し，舗装が 隆起 して い る様子 が み られ る 。

　 3．2　火山灰地盤の 液状化被害

　 今回 の 地震 で は十勝と道東地域 に 被害が集中 して い る

が ，震源 か ら200〜300km 程 離れ た端野町 （北見市近

郊）と札幌市内で ，火山灰地盤 の液状化 に よ る被害 が 発

生 し た 。北海道 で は，図
一 5 に示 す よ うに ， 全土 の 50

％強 が 火山灰堆積物 で 覆わ れて い る。1993年釧路沖地

震や北海道南西沖地震 と同様，今 回 の地 震 で も これ らの

地盤 の 破壊 が無視 で きな い 被害を もた ら して い る。以下

に ，そ れ らの 概要 を示 す。

　（1） 火 山灰 地 盤の液状化 に よ る大規 模 な斜面崩壊 （端

　　野町）

　道東 の北見市広郷 と端野町協和 で は，ク ッ チ ャ ロ 軽石

流堆積物 で埋 め立 て られ た農地 に お い て ，液状化 に よる

大規模 な地 盤の 崩壊 と沈下 が生 じて い る。

　端野町協和の 被災箇所 を 口 絵写真
一16に，同箇所 の 旧

地形 （1971年 の 航空写真）を 口 絵写真
一17に 示す。口

絵写 真一t6の 赤線 で 示 さ れ る被災箇所は，1971年 の 航

空 写真 に よれ ば 水 田やた め池で あ る こ とが わ か る 。 こ の

地区はク ッ チ ャ ロ 軽石 流堆積物 （Kc且，噴出年代 3 万 年

か ら3．5万 年 前 ） か らな る 地 盤 で ，後 に 切盛 りk に よ る

農 地 転 用 が は か られ た とこ ろで あ る。今回 の 地 震で こ の

火 山灰 層 が 大 規 模 な 液状化 を起 こ し，例 え ば，No ．1 地

点 で 長 さ約 200　m ，幅 約 30〜60m に わ た っ て 斜面 の 流

動崩壊 が 生 じ，最大 3．4m の 沈下 が も た ら され て い る

（ロ 絵写真
一18，19）。また，斜 面 崩壊 した 随所 で 火山灰

に よ る 噴砂 が 認め られ た （ロ 絵写 真一20）。な お ，ロ 絵

写真
一16の No．1 地 点の 被災前 の 斜面 勾 配 は 10／363で
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約 3
°
以 下 の 緩勾配 に あ り，こ の よ う な 地 形 で ，液 状 化

に よ る大 規模な 火 山灰 層 の 液状 化 ・地盤 流 動 が 発 生 した

こ とは注 日され る 。 現在 ， 地 形 の 精査 ， 原位置試験
・
室

内試験等を行 っ て い るの で ，近 い うちに その破壊機構等

の 詳細 を報 告 で き る と思 わ れ る。

　  　火 山灰 の 液状化 に よ る住宅地 の 被害 （札幌市）

　今回，札幌市 清 田 区 に お い て も支笏 カ ル デ ラ を噴出 源

とす る火砕流堆積物 （Sp且 ：噴出年代3．O〜3．4万 年前）

の 液状化 に よ る 被害が 認 め られた 。震源 よりおお よそ

280km の 地 点 で あ る 。
こ の 種 の 火砕 流 堆 積物 は 広 範 囲

（札幌〜千歳〜苫小牧） に 分布 し，有効 な建設材料 と し

て利用 され て きた 。 札幌市内に お け るそ の分布域 は ロ絵

写真
一21に 示される。

　札幌市清 田区 に お け る代表的な 火山灰 地 盤 の 被害 は 口

絵写真
一22に 示 さ れ る 3箇所 で あ る。図中 の 清田 団地

お よび 美 しが丘   は ，沢部を 火砕流堆積物 で 埋 め 立 て た

と こ ろ で あ る が，液状化 に よ っ て 火 山 灰 が地 表 面 に噴出

し （口 絵写真
一23），道路 や 家屋の 沈下

・
傾斜が もた ら

され た。な お，清 田 団地は1968年 の 十勝沖地震 （札幌

は震度 1の の 際 に も岡種 の 液状化 被 害が 生 じて い る こ と

が 報告 され て い る
4）。ま た 美 し が 斤   で は，住宅 の 基礎

とな る盛 上 の沈下 （最大 約30cm ）が 生 じた。

　 こ れ らの 火山灰地盤 の 液状化 に よ る被害 の 特徴 は ，  

自然堆積状態 の 固結 した 火山 灰地盤 で はな く，切土 に よ

っ て 乱 され た 火 山灰 の 盛 土 で 生 じて い る こ と，  河 川 な

ど を埋 め 立 て た 集水 し や す い 箇所 に 被害が 集中 し て い る

こ と，等 が あ げ られ る 。 また液状化 した 火 山灰 は，  細

粒分含有率 が 20〜60％ の 範 囲に あ る 火砕流堆積物 で あ

る （図
一 6）。こ の 細粒分は非塑性 で あ るが，既往 の 研

究
5〕か ら 火 山灰 土 に 含 ま れ る細 粒 分 の 含 有 率 が増 え る と

液状化強度は低下 す る と い うパ タ
ー

ン に 属す る もの で あ

る。

　なお，表
一 3 に こ れ らの 物理 試験結果等 を示 す 。 い ず

れ も，北海道火山 灰上 の そ れに近 い 値 に な っ て い る。

　 3．3 港湾関係 の 被 災状 況 お よび 胆 振 ・日高 ・釧 路
・

　　　 根室地区の 地盤災害

　今回 の 地 震で は，胆振 ・日高 ・釧路
・
根室地区の港湾

や 道路 ， 住宅地 等 に液状化 を含 む地 盤 崩壊や斜面 崩壊 が

発生 した。以
．
ドに それ らの 被 災概要 を示 す。

　 （1） 港湾 関 係 の 被災状況

　十勝港 （広 尾 町 ），苫小 牧 東 港 （苫 小 牧市 ） お よ び 自

老港 （白老町 ），釧路港等の 重要港湾 に お い て 被 災 が 見

られた。地震発生 時の 各港湾 の 震度 は 十 勝港 や釧路 港 で

震度 5 強，苫小牧東港 で 震度 5弱，白老 港 で 震 度 4 と

され，各港湾 で か な り強い 振動 を 受け た と考え られ る 。

液状化 に よ る周辺 道路の 亀裂や 陥没 とい っ た 現 象 が 各 箇

所 で 共 通 し て 見 られ た が，苫 小牧 東 港に お け る こ の 現象

の 概況 を示 す と口 絵 写 真
一24の よ うで あ る。

　 口 絵 写 真
一25，26は 地 震 発 生 日の 苫 小 牧 東 港中 央 道路

で 見 られ た噴 砂 の 状 況 を 示 して い る。ま た 口 絵写 真
一27

は 同 港 周文 埠 頭 幹 線周 辺 の 地 盤沈下 の 状況 を 撮影 し た も

の で あ る。法 面 が 崩壊 し，路面 ド約80cm ま で 地 盤 沈下
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表
一3　 噴砂試料の 物理試験 結果等
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した 様子が伺 え る 。 な お ， 本噴砂 試料 は非塑性の 細粒分

を含む土で ある こ とが報告されて い る こ とか ら，液状化

現 象 が 発 生 しや す い 条件 が そ ろ っ て い た こ とが示 唆 さ れ

よ う。

　釧路港で は，ロ 絵写真
一28，29に示 す よ う に西 港第 4

埠頭の 港湾施 設 用地 で 最大 80cm の 沈 ド （段 差 ） が生 じ，

また 西港区道路を 中心 に 広範な液状化 が もた らされ て い

る。な お，こ の 地 点 で の 強震観測 記 録 （北 海 道 開発局 釧

路開発建設 部釧路港港 湾建設 事務所） は東西 ，南北 ，上

下方 向 そ れ ぞ れ で 576，347，149　Galと な っ て お り，

1993年の 釧路沖地 震 に比 べ て ，地震規模 は 小 さ い も の

の ，震動成分が 東西方向へ 卓越 して い る 点は留意 す る 必

要 が あ る。さ らに，釧路市千代の浦漁港 に お い て も全 面

的 な 液 状 化 に よ る施 設 の 破 壊 が 生 じて い る （ロ 絵写 真
一

30）。

　   　道路関係の 土砂崩落災害

　国 道336号 （広尾〜襟裳岬 ）で は 20数箇所 で岩盤崩落

あ る い は 落石 が発生 した。ロ 絵写真
一31は 国 道 336号線

（広尾 町 付近） で 見 られ た 落石 ，斜面崩壊の 箇所 を示 し

て い る 。 広 尾 町 の 地 震 当 日の震度 は 5 強で あ っ た 。ま

た 地 震 発 生 か ら 3 目後 （9 月 29 日 ） に 連続 雨 量 69mm

の降雨 に み ま われ た。した が っ て 当該地 域で は 地 震 と降

雨 の 両者 の影 響 を受 け ，数箇所 にわ た っ て 被害が 拡大 し

た もの と思わ れ る。

　 口 絵写真
一32は 国 道336号線 （え り も町庶野〜広 尾町 ，

通称黄金道路） で 発生 した斜面崩壊の 状況 を示 して い る。

口絵写真 の ほ し ば第 1覆道 で は，崩石 土は 覆道 を乗 り越

え海岸 に 達 す る と と もに ，覆道 出 口 付 近 で 覆 道 明 か り部

か ら道路面 に 崩 石 土 が流 入 した。幸 い 人 的 被 害 は 無 か っ

た もの の ，崩 石 量 は約 2400m3 に 達 した。当 該 箇 所 の 地

　 土 と 基礎、51− 12 （551）
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図一7　 ラ イ フ ラ イ ン （主 に下 水 道施設 ）被 災発 生 箇 所

質は 広尾 町寄りが 日高累層群 （粘板岩 お よ び 砂岩），襟

裳岬寄 りが 花崗岩類で あ っ た 。 本地 震 お よび そ の後の 降

雨 に よっ て 写真の ような大規模な斜面崩壊 に至 っ た もの

と予想 され る 。 余震が 断続的に発生 して お り，今後も当

該箇所の 斜面挙動 に 注意を払う必 要 が あ る 。

　3．4　ラ イフ ラ イ ン 関係被害

　ラ イ フ ラ イン 関連 （主 と して下 水道関連）の 主 た る被

害は，図
一 7に 示され る とお り ， 日高 ， 帯広

・十 勝 ， 釧

路地 方 で見 られ て い る。こ れらの 多数 の地区で は，地盤

の 液状化現象が発生 した箇所 とラ イフ ラ イ ン 被害 は ほぼ

一
致 して い る。以下 に，代表的な 被災状況 に つ い て 述べ

る。

　ロ 絵写真
一33， 34は ， そ れ ぞ れ 大 津浄化 セ ン ターお よ

び音別町で発生したマ ソ ホー
ル の 浮き上 が りを撮影 した

もの で あ る。地 盤全体が 沈下し，か つ マ ン ホ
ー

ル が浮き

上 が っ た た め，被災後 の 地 盤 との 相 対 的な 高低 差 は 1．5
〜1．7m に まで 及 ん だ。

　 こ の よ うな被 災 が見 られ る中，音別 町 川東地 区 で の下

水道施設 の被災 に 関する ヒ ア リ ン グ の 結果 ， 埋 戻 し土 に

軽量材を適用 した箇所で は顕著な被害を免れた こ とが 明

らか に な っ た 。 こ の よ う な対 策 工 は，も と も と液 状 化 対

策 とし て で は な く，周辺地 盤が 泥炭層で あ っ た た め に ，

管路の沈下防止対策 とし て施工 され た もの で ある と推察

され る。 しか し結果 とし て，下 水 道施 設 の耐震性能を 向

上 させ る よ うな貢献 が あ っ た もの と考え られ る。

　 図
一 8は釧路 町 東陽 団地 近 傍の 地 盤 状況 を示 して い る。

写真 に よ る と地 表面 よ り深 さ2．6m か ら4．8　m ま で 軟 弱

な泥炭が分布 して い る。当団地の 代表的な被害状況とし

て は，道路陥没 や マ ン ホール の 浮上 が りが 見 られ た （ロ

絵写真
一35，36）。当団地 内の 道路造 成 等は 砂置換工 法

で 施工 さ れ た た め ，本地 震 に よ っ て 液状化の 被害 を 受 け

た もの と考 え られ る。一
方，団 地 内の 住宅 は 泥炭地 盤上

に木杭 が 打設 さ れ て い た ため ， 液状化に よる被害 は ほ と

ん ど生 じて い ない
。 こ の 種の 泥炭地盤対策工 が結果 と し

て 耐震性能を向上させたこ とは，音別町の事例 と共通す

る こ との よ うに考 え られ る。

　 こ の よ うな軟弱地 盤対策工 が 耐 震性 能向上 化 に果 た す

役 割 を 力学 的 に も 明確 に して お くこ とが 望 ま れ る。

4． お わ り に

以 上 ，執筆時点 （10月 10 日） ま で に 得 た 調査 団の 調
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図
一8　釧路 町東陽団地 近傍の 地 盤 状況

査 結果 を も とに して ，2003年十 勝 沖 地 震 の 地 盤災害速

報 と して その 概要報告 を させ て い た だ い た 。 緊 急地 盤 災

害調査団 で は，上述の よ うに道路 ・河川 ・港湾 ・ラ イフ

ラ イン 等に 関わ る地 盤災害 や住宅
・
農地等の被害お よび

各施設の 被害 と復旧の状況を調査した が，

　 ・
被害は広 範 に わ た っ て お り，今後詳細 な調査 や解析

　　 を 行わ な け れ ば 原因究 明に 至 らな い 事項 が 多 い

　 ・報告内容に は調査団員 の独 自の考察や判断で あるも

　　 の も少な くな い

等，現状で い くつ か の 不安な点もあ り，地震被害 の 全容

は まだ 十 分 明 らか に さ れ て い る とは い え な い 。今後，こ

れ らの 調査結果を も とに ，被災原 因 の 究 明 や被害軽 減 策

に関 す る 研究，ま た 10年前の 釧路沖地震 （1993．1．15）

後 にな され た耐震対策工 の 効果検証な どに関す る検討を

よ り
一．・
層推進させ る こ との 必要性 を 感 じて い る。

　 な お，今後新た に 得 られ た知 見 に つ い て は，逐
一

報告

し て い く予定 で あ る 。

　最後 にな りま した が，緊急地盤災害調査団に 参加され

た 団員の 方 々 ，現地 調査 へ の協力や 種 々 の貴重な デ
亠

タ

を提供 して い た だ い た 国土 交通省北海道開発局を 始 め 関

係各機関の 皆様に 深甚な る謝意を表 しま す。、
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